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救急・災害医学分野 

研究の概要 

外的侵襲制御について基礎研究，臨床研究を通じて，国際的に通用する自立した研究者を育成すること

を目的とする。具体的なテーマとしては，外傷，ショック(含む敗血症)，救急搬送、救急医療情報などに

ついての臨床専門分野における診断，治療に関するものや，救急医学領域における外傷，敗血症などの外

的侵襲の実験モデルを作成して基礎的な知見を得る。 
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13） 全国国立大学病院救急部連絡協議会（平成 19 年 2 月，松本，シンポジウム「岐阜大学医学部附属
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災害時医療体制の新しい概念とそれを支援する情報システム（GEMSIS）第 4 報」演者) 
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19） 第 35 回日本救急医学会（平成 19 年 10 月，大阪，講演「Frontier4「敗血症の病態と治療―Surviving 

Sepsis Campaign guidelines の病態生理学的解釈―」座長) 

20） 第 35 回日本救急医学会（平成 19 年 10 月，大阪，セッション「地域医療と救急医療の接点を支援

する救急医療情報支援システム GEMSIS－第 5 報－」演者) 

21） 救急カンファレンス（平成 19 年 10 月，静岡，特別講演「救急領域における呼吸管理」演者) 

22） 第 11 回岐阜大学救急医学講演会（平成 20 年 5 月，岐阜，「災害時における病院の役割～今だから

話せる地下鉄サリン事件の反省点～」座長） 

23） 国際外傷カンファレンス（平成 20 年 5 月，岐阜，特別講演「地方における外傷医療体制の確立」

座長） 

24） 日本麻酔科学会第 55 回学術集会（平成 20 年 6 月，神奈川，「Multiple Trauma Management」座

長） 

25） 山梨救急集中治療フォ－ラム 2008（平成 20 年 9 月，甲府，招待講演「集中治療における呼吸管理

と治療戦略」演者） 

26） 第 3 回岐阜救急集中治療セミナ－（平成 20 年 8 月，岐阜，特別講演「2008 年敗血症およびＤＩＣ

管理の動向」座長） 

27） 第 36 回日本救急医学会総会・学術集会（平成 20 年 10 月，北海道，ワ－クショップ「臨床研修必

修化における救急の研修効果向上の工夫」座長） 

28） 岐阜救急外傷セミナ－（平成 20 年 11 月，岐阜，特別講演「脊椎、脊髄損傷の急性期治療」座長） 

29） 第１５回日本航空医療学会（平成 20 年 11 月，松江市，「中枢神経・循環器」座長） 

 

豊田泉： 

1） The 70th Anniversary Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society(平成 18 年

3 月，名古屋，シンポジウム｢Emergency System for Circulatory Diseases During Disasters and 

Associated Problems From the Standpoint of Emergency｣演者) 

2） 第 21 回日本神経救急学会学術集会（平成 19 年 6 月，京都，講演「岐阜県における脳卒中初期診療

（ISLS）コース開催の現状と今後」演者) 

3） 第 13 回東海 MODS 研究会（平成 19 年 12 月，岐阜，「「災害」院外の災害対策について」座長） 

 

白井邦博： 

1） 第 34 回日本集中治療医学会学術総会（平成 19 年 3 月，神戸，シンポジウム「重症急性膵炎（SAP）

における臓器障害に対する炎症と凝固線溶系」演者） 

2） 第 107 回日本外科学会定期学術集会（平成 19 年 4 月，大阪，シンポジウム「当院救命センターに

おける重症急性膵炎に対する治療戦略の検討～厚生労働省重症度 stage 分類別、松野 CT grade 分

類別に～」演者） 

3） 第 21 回日本外傷学会（平成 19 年 5 月，千葉，講演「当院救命救急センターにおける外傷患者の入

院後感染症合併症の検討」演者） 

4） 第 62 回日本消化器外科学会学術集会（平成 19 年 7 月，東京，講演「重症急性膵炎における感染性

合併症の検討」演者) 

5） 第 1 回東海救命救急 SBMN 研究会学術講演会（平成 19 年 9 月，名古屋，シンポジウム「重症急性

膵炎に対する栄養管理」演者） 

6） 第 35 回日本救急医学会（平成 19 年 10 月，大阪，ワークショップ「重症急性膵炎における感染性

合併症に対する治療戦略」演者） 

7） 第 20 回日本外科感染症学会（平成 19 年 11 月，東京，講演「外傷患者の入院後感染症についての

検討」演者） 

8） 第 36 回日本救急医学会総会・学術集会（平成 20 年 10 月，北海道，シンポジウム「重症外傷の出

血に対する治療戦略～緊急手術と経カテーテル的動脈塞栓術（TAE）との併用療法の検討～」演者） 

 

熊田恵介： 
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1） 第 10 回日本臨床救急医学会総会（平成 19 年 5 月，神戸，シンポジウム「ボンバル機胴体着陸にお

ける対応」シンポジスト） 

2） 第 35 回日本救急医学会（平成 19 年 10 月，大阪，「救急医療体制」座長） 

3） 第１５回日本航空医療学会総会（平成 20 年 11 月，島根，シンポジウム「消防防災ヘリとドクター

ヘリを如何に有効活用すべきか」シンポジスト） 

 

高松邦彦： 

1） 第 21回太平洋学術会議（平成 19年 6月，沖縄，「GEMSIS,An introduction of Intelligent Information 

Support System for Emergency and Disaster Medicine By Prof Kunihiko Takamatsu」演者） 

 

吉田省造： 

1） 第 18 回日本急性血液浄化学会学術集会（平成 19 年 10 月，大分，「重症急性膵炎を合併した有機燐

中毒の 1 例」演者） 

 

長屋聡一郎： 

1） 第 34 回日本集中治療医学会学術総会（平成 19 年 3 月，神戸，シンポジウム「岐阜大学医学部附属

病院 ICU/HCU における電子カルテ運用の現状」演者） 

 

名知祥： 

 1）第 3 回 ICLS シンポジウム（1st announcement）（平成 19 年 9 月，名古屋，シンポジウム「ALS 活

動を広める為の方法論 ガイドライン改定後の岐阜県下の現状～ACLS 岐阜の活動を通して～」演

者） 

学術賞等の受賞状況 
なし 

社会活動 
小倉真治： 

1）第 28 期東京消防庁救急業務懇話会委員( ～現在) 

2）岐阜県国民保護協議会委員( ～現在) 

3）岐阜県メディカルコントロール協議会委員( ～現在) 

4）岐阜県消防業務広域化検討委員会委員( ～現在) 

5）岐阜県広域災害・救急医療情報システム運営委員会委員( ～現在) 

6）岐阜市救急業務対策協議会委員( ～現在) 

7）NPO 法人岐阜救急災害医療研究開発機構常務理事( ～現在) 

8）岐阜東洋医学研究会世話人( ～現在) 

9）岐阜県地震防災行動計画フォローアップ委員会委員( ～現在) 

 

豊田泉： 

1） 岐阜市救急業務高度化検討委員会委員( ～現在) 

2） 岐阜地域メディカルコントロール協議会委員( ～現在) 

3） NPO 法人岐阜救急災害医療研究開発機構理事( ～現在) 

 

吉田隆浩： 

1） 岐阜地域メディカルコントロール体制係る検証医師( 2007～現在) 

 

高次救命治療センター： 

1） イビデンスペシャル NOKIA スノーボード FIS ワールドカップ 2008GIFU/GUJO 大会 DMAT 隊

員派遣（2008 年 2 月 22 日～2 月 24 日） 

報告書 
1） 小濱啓次，福田充宏，鈴川正之，小倉真治，高山隼人，今道英秋，澤田努：へき地・離島救急医療体

制における救急医療機関の連携と患者と医療資源の集約化に関する研究：厚生労働科学研究費補助金 
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分担研究報告書(福田班)：97－107(2007 年 3 月 1 日) 

報道 
1） 小倉真治：土曜ラジオかわら版：岐阜ラジオ(平成 18 年 1 月 1 日～現在 毎月 1 回) 

2） 小倉真治：Weekly file ぎふ ぎふをよむ 高度救命救急センター認定：岐阜放送(平成 18 年 2 月 10

日) 

3） 山田実貴人：4 日に全国花火大会 医療チーム本部に待機 岐阜大万一に備え：岐阜新聞（2007 年 8

月 2 日） 

4） 小倉真治：救急医療は時間との闘い：岐阜新聞( 2007 年 10 月 28 日) 

5） 小倉真治：救急医療は時間との闘い：中日新聞( 2007 年 10 月 30 日) 

6） 小倉真治：ニュ－ス 9：NHK( 2008 年 3 月 10 日) 

7） 小倉真治：ホットイブニング：NHK( 2008 年 6 月) 

8） 小倉真治：ホットイブニング 予算企画・救急システム：NHK( 2008 年 12 月 22 日) 

9） 小倉真治：報道ステ－ション：テレビ朝日( 2008 年 3 月 20 日) 

10） 小倉真治：報道ステ－ション：テレビ朝日( 2008 年 10 月 20 日) 

11） 小倉真治：特ダネ 妊婦救急体制～なぜ岐阜県でうまくいっているのか～：フジテレビ( 2008 年 12

月８日) 

12） 小倉真治：災害報道ドキュメンタリ－：日本テレビ( 2008 年 12 月７日) 

13） 小倉真治：助かる命助ける使命：読売新聞( 2008 年 1 月 4 日) 

14） 小倉真治：救急に欠かせぬ存在：岐阜新聞( 2008 年 1 月 5 日) 

15） 小倉真治：急病人想定し搬送訓練：岐阜新聞( 2008 年 1 月 23 日) 

16） 小倉真治：救急たらい回し防げ：読売新聞( 2008 年 1 月 25 日) 

．自己評価 
評価 

前述の目的に沿った研究を展開する準備が整い始めており，現状での評価はようやく及第点である。 

 

現状の問題点及びその対応策 

臨床業務が多忙であり，研究のための時間を取りづらいのが現状である。今後は臨床面をおろそかに

しない範囲で，スタッフを増加して研究を展開したい。 

 

今後の展望 

前記のような現状であるが，徐々に教育スタッフが増加しており今後はさらに基礎講座ともコラボレ

ートして研究を促進したい。 


